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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 10,477 9.7 777 1.5 880 0.9 539 1.4
22年3月期第3四半期 9,555 3.0 766 32.4 873 29.9 532 33.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 46.98 ―
22年3月期第3四半期 46.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 13,549 12,338 89.7 1,058.95
22年3月期 13,462 11,932 87.2 1,022.27

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  12,160百万円 22年3月期  11,740百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
7.00 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,300 4.1 730 △21.8 890 △22.5 560 △23.2 48.76



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項等については、四半期決算短信【添付資料】Ｐ．2「（３）連結業績
予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ─ ）、 除外 ―社 （社名 ─ ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 11,522,000株 22年3月期  11,522,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  38,425株 22年3月期  37,625株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 11,483,975株 22年3月期3Q 11,485,554株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア新興国向けを中心とする輸出の増加等により、企業

収益に一部回復の兆しが見られるものの、円高・デフレの長期化及び厳しい雇用情勢等依然として先行き不透明な

状況にあり、個人消費は低調に推移いたしました。精製糖業界におきましては、個人消費の低迷の影響を受け、厳

しい状況が続いております。 

当第３四半期連結累計期間の海外粗糖市況は、ニューヨーク砂糖取引所現物相場１ポンド当たり期初19.97セン

トで始まりましたが、天候不順等の影響による主要生産国であるブラジル及びインド等の供給不安を主な背景に急

速に値を上げ、平成22年11月上旬には一時40セントに達する勢いを見せました。その後値を下げたものの、36.15

セントの高値で当第３四半期連結累計期間を終了しました。国内砂糖市況(日本経済新聞掲載、大阪上白糖現物相

場１キログラム当たり)は、期初183円で始まり、平成22年７月上旬に177円に値を下げた後、平成22年10月中旬に

183円、平成22年12月下旬に190円に値を上げ、同レベルを維持して当第３四半期連結累計期間を終了しました。 

当社グループの主な部門別の概要は、次のとおりであります。 

精製糖・液糖部門は、個人消費の低迷の影響を受けたものの、海外粗糖相場の高騰を背景とする国内砂糖市況

の先高感から、平成22年12月に需要の先取りが一部見られたこともあり、販売数量は前年同期比増加しました。売

上高は国内砂糖価格が前年同期比上昇したこともあり、9,621百万円（前年同期比12.1％増）となりました。 

氷砂糖部門では、青梅の生産が全国的に不作となり、市場への出回り数量が昨年比減少したことから、主要用

途であります梅酒・梅シロップ用の需要が落ち込み、販売数量は前年同期比減、売上高は657百万円(前年同期比

16.4％減)となりました。 

精製糖、液糖及び氷砂糖を除くその他の売上高は199百万円となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は10,477百万円(前年同期比9.7％増)となりま

した。 

利益面では、原料粗糖の適切な価格での調達、採算を重視した販売及び製造コスト削減等に努めました結果、

営業利益は前年同期比1.5％増加し、777百万円となりました。経常利益は、前年同期比0.9％増の880百万円とな

り、四半期純利益は前年同期比1.4％増の539百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて87百万円増加し、135億49百万円となりま

した。これは主に、売掛金が増加したこと及び投資有価証券が減少したこと等によるものであります。負債合計は

前連結会計年度末に比べて317百万円減少し、12億11百万円となりました。これは主に、未払法人税等が減少した

こと等によるものであります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期連結業績予想につきましては、騰勢を続けている海外粗糖相場の影響により今後の販売価格及び需要動向

等が不透明な状況にあることから、平成22年４月23日公表の数値を据え置きます。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 簡便な会計処理 

 ①棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積も

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 ②固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算を策定しており、当該予算に基づく年間

償却予定額を期間按分して算定する方法によっております。 

 ③税金費用の計算 

 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。    

 また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来のタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。 

  

   特有の会計処理 

  該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用しております。 

 これに伴う損益に与える影響はありません。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日) を適用し

ております。 

 これに伴う損益に与える影響はありません。 

  

「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26

日）を適用しております。 

 なお、連結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法へ変更したことによる連結

財務諸表に与える影響はありません。  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 187,182 246,227

売掛金 872,024 537,200

有価証券 － 146,057

商品及び製品 653,621 520,777

仕掛品 126,672 219,412

原材料及び貯蔵品 655,247 530,488

繰延税金資産 98,922 77,852

預け金 4,550,000 4,600,000

その他 24,508 22,239

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 7,167,180 6,899,256

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,081,584 1,942,189

減価償却累計額 △1,253,544 △1,233,197

建物及び構築物（純額） 828,040 708,991

機械装置及び運搬具 9,500,973 9,333,810

減価償却累計額 △8,000,710 △7,779,502

機械装置及び運搬具（純額） 1,500,262 1,554,308

土地 1,151,226 1,151,226

建設仮勘定 27,462 39,060

その他 299,212 283,935

減価償却累計額 △239,555 △232,123

その他（純額） 59,657 51,811

有形固定資産合計 3,566,649 3,505,396

無形固定資産   

ソフトウエア 120,714 146,577

ソフトウエア仮勘定 31,500 8,400

無形固定資産合計 152,214 154,977

投資その他の資産   

投資有価証券 2,499,926 2,732,306

繰延税金資産 135,370 137,100

その他 36,011 43,574

貸倒引当金 △7,607 △10,157

投資その他の資産合計 2,663,700 2,902,824

固定資産合計 6,382,564 6,563,198

資産合計 13,549,744 13,462,455



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 192,628 286,081

未払法人税等 99,678 313,937

未払金 354,473 382,105

役員賞与引当金 15,000 17,150

その他 249,714 230,362

流動負債合計 911,494 1,229,636

固定負債   

退職給付引当金 245,411 237,366

役員退職慰労引当金 52,257 58,196

その他 2,441 4,371

固定負債合計 300,111 299,934

負債合計 1,211,605 1,529,570

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,495,000 1,495,000

資本剰余金 942,783 942,783

利益剰余金 9,733,905 9,309,226

自己株式 △16,119 △15,792

株主資本合計 12,155,568 11,731,217

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,001 8,960

評価・換算差額等合計 5,001 8,960

少数株主持分 177,568 192,706

純資産合計 12,338,138 11,932,884

負債純資産合計 13,549,744 13,462,455



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 9,555,349 10,477,800

売上原価 7,510,693 8,366,776

売上総利益 2,044,656 2,111,023

販売費及び一般管理費 1,278,325 1,333,149

営業利益 766,330 777,874

営業外収益   

受取利息 26,898 21,870

受取配当金 8,151 4,707

持分法による投資利益 70,095 79,429

その他 5,613 9,888

営業外収益合計 110,758 115,896

営業外費用   

固定資産処分損 884 9,435

ゴルフ会員権売却損 － 2,550

リース解約損 2,481 －

その他 550 1,020

営業外費用合計 3,915 13,006

経常利益 873,173 880,764

税金等調整前四半期純利益 873,173 880,764

法人税、住民税及び事業税 398,258 371,258

法人税等調整額 △43,229 △16,588

法人税等合計 355,028 354,669

少数株主損益調整前四半期純利益 － 526,094

少数株主損失（△） △14,160 △13,428

四半期純利益 532,305 539,522



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 873,173 880,764

減価償却費 375,149 379,906

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3,050 △2,150

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,542 8,045

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,336 △5,938

受取利息及び受取配当金 △35,050 △26,578

持分法による投資損益（△は益） △70,095 △79,429

固定資産処分損益（△は益） 884 9,435

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － 2,550

売上債権の増減額（△は増加） △315,982 △334,823

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,840 △164,863

仕入債務の増減額（△は減少） △32,255 △93,453

未払金の増減額（△は減少） 66,855 36,687

その他 75,827 20,185

小計 872,510 630,336

利息及び配当金の受取額 37,134 328,456

法人税等の支払額 △248,825 △589,563

営業活動によるキャッシュ・フロー 660,819 369,228

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 510,000 100,000

有形固定資産の取得による支出 △267,843 △481,321

有形固定資産の売却による収入 200 －

無形固定資産の取得による支出 △14,870 △31,500

投資有価証券の売却による収入 － 5,200

預け金の純増減額（△は増加） △900,000 50,000

その他 1,865 1,430

投資活動によるキャッシュ・フロー △670,648 △356,191

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △314 △327

配当金の支払額 △91,248 △114,171

少数株主への配当金の支払額 △1,710 △1,710

その他 △1,929 △1,929

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,203 △118,138

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △105,031 △105,102

現金及び現金同等物の期首残高 350,722 292,284

現金及び現金同等物の四半期末残高 245,690 187,182



 該当事項はありません。  

  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

 当社グループの事業は、砂糖類の製造販売並びにこれらの付随事業であり、単一セグメントのため、記載を省

略しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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